
2025年 福山消防出初式2025年 福山消防出初式

新春を飾る恒例の福山消防出初式が１月１２日、草戸町芦田川河川敷で、
盛大に開催されました。式典では、昨年１１月に内閣総理大臣表彰を受賞
された延近団長が福山市長特別表彰を受賞されました。
また、永年にわたり消防団員活動に従事された５８９人が、その功績に対し
表彰されました。分列行進、式典、マーチング、はしご乗り、一斉放水等消
防職員・団員による各種訓練を披露しました。約１０，０００人の来場者から
大きな歓声と拍手をいただき、地域防災の防人として決意を新たにしました。

春の火災予防運動春の火災予防運動
実施期間：３月１日（土）から３月７日（金）の間

ガソリンを購入される方へ３つの注意事項に
ついて動画を作成しました！！

動画の公開は２月２０日から
３月７日までの期間限定公開です！
こちらからご覧ください！

２０２４年度　全国統一防火標語
「守りたい　未来があるから　火の用心」

消防法の改正により、すべての住宅に住宅用火災警報器の
設置が義務化されて１０年以上が経過しました。「いざ」と
いう時に備えて、日頃の維持・管理をお願いします。

■点検　
 ・１年に２回程度は作動点検をしましょう。
 ・点検方法はひもを引っ張るものやボタンを押すものが
あります。
 ・取扱説明書を確認の上、実施してください。
■掃除
 ・ほこり等により、火災の煙を感知しにくくなるため、定期
的に乾いた布などで掃除をしましょう。
 ・掃除の際にベンジン、シンナーなどの
有機溶剤は絶対に使わないでください。

まだ設置されていないご家庭があり
ましたら、早急に設置してください。
あなたとあなたのご家族を守ります。

住宅用火災警報器を設置したその後に！！
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防 火 協 会 ニ ュ ー ス

１１月２日、北消防署、消防団及び北防火協会が、ポー
トプラザ日化で火災が発生しやすい時季を迎えるに
あたり、秋の火災予防運動に併せて街頭広報を行いま
した。いちご幼稚園の園児による演奏や福山誠之館
高校チアリーディング部による演技が披露され、本年
度の全国統一防火標語「守りたい　未来があるから
火の用心」と書いた横断幕を掲げて火災予防を訴える
姿に、多くの来場者から歓声と拍手が起きました。
また、煙体験ハウスでは、火災による煙の怖さを体験
し、この街頭広報を通じて、大人から子どもまで多くの
方々に火災予防を呼び掛けました。

街頭広報「火の用心」を呼びかけ！北
KITA

南
MINAMI

鞆学区自主防災訓練

西
NISHI

初期消火の重要性を学ぶ

１１月２４日、鞆の浦学園のグラウンドで、鞆学区自
主防災会、南消防署鞆出張所、福山市消防団鞆分団
及び南防火協会鞆支部が、火災予防や防災意識の
普及を図ることを目的として消火訓練や心肺蘇生法
の訓練を行いました。
大人から子どもまで幅広く参加され、消火器の性能
や使用方法の説明に真剣に耳を傾け、風向きを考え
て行動し、適切に消火しました。
訓練参加者から、「いざという時に身体が自然に動く
よう訓練を継続的に行って、
災害に備えたい。」「避難す
る時はブレーカーを切って
二次災害防止に努めたい。」
という声があり、有意義な
訓練になりました。

１０月６日、西防火協会は「初期消火避難体験会」を
開催しました。
身近に潜む火災危険を映像で学び、模擬ハウスを使
用して住宅火災警報器の作動実験を行い、有効性を
確認しました。
また、濃煙体験や家庭向けの消火用具などを使用し
た消火訓練、福山市消防団第５・６方面隊の指導に
よる消火栓取扱訓練や放水訓練など、多くの参加者
に「初期消火」を体験しても
らいました。
親子で参加される方も多く、
地域ぐるみ家族ぐるみの防火
意識の高揚につながりました。

東
HIGASHI

防火教室を開催

１１月９日、秋の火災予防運動の一環として、ＪＦＥ
スチール株式会社西日本製鉄所の敷地を借用して防
火教室を開催し初期消火や救命など、様々な研修を
実施しました。
今回は、新たに購入したワンタッチ式煙体験ハウス
のお披露目の機会でもありました。設営が非常に簡
単で、5分程度で完了するものです。
参加者の方からは、「テントの外からは透明で大き
な窓越しに中の様子が見えるが、中へ入ると前が全く
見えず、低い姿勢をとらなければ逃げる方向を見
失ってしまうことがよく確認できた。」と感想をいた
だきました。
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２０２４年度 深安防火協会
視察研修を実施しました。

１１月１６日、 岡山県倉敷市真備町の「サツキ
PROJECT」で視察研修を実施しました。真備町
は、２０１８年７月の西日本豪雨を契機に、安全安
心な町にするためにできることを考え、災害からの
教訓を生かし被災したアパートを地域の防災拠点
住宅に再生するという避難機能付き共同住宅の取
り組みについて学びました。
毎年のように甚大な被害を全国でもたらす自然災害
は、大切なものを容赦なく奪っていくことなど、語り
部の方から多くの事を聞かせていただき大変参考
になりました。
この研修を通じ、いつ発生するかわからない災害に
対し深安防火協会は今後も多くの知識と技術の習
得に努めます。

深安
FUKAYASU

芦品
ASHINA

地域の災害対応能力向上のために

防 火 協 会 ニ ュ ー ス

１１月１６日・１７日、視察研修を実施しました。岩国
市防災学習館にて、火災、地震などの災害の模擬
体験を通して、防災等に対する知識や行動力を身に
つけるとともに自分たちが居住している地域の災害
特性を知ることの重要性を学ぶことができました。
KDDIパラボラ館では、通信は重要なライフライン
の一つとして、被災地において、より迅速な通信網
の回復を目指し技術革新が日々、進んでいることを
知ることができました。
研修に参加された方が
中心となって、各地域の
災害対応能力向上を推進
していくための有意義な
研修となりました。

２０２４年中火災発生状況
２０２４年（令和６年）中、福山地区消防組合管内の
火災件数は９２件で、前年と比較して１８件の減と
なっています。主な原因としては、放火（疑いを含
む。）、電気機器、たき火の順番となっています。
建物火災については、５４件発生しており、本年、組
合管内で発生した火災の５８．７％を占めています。
建物火災のうち、住宅での火災は３０件発生してい
ます。住宅で火災が発生した場合、早期発見に役立つ
のが「住宅用火災警報器」です。身の安全を守るため
に一日も早い設置と定期的な点検をお願いします。

２０２４年中救急発生状況
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救急出場件数は過去最多を
更新しており、約４０％は軽
傷です。救急車を呼ぶべきか
迷った場合は「＃７１１９」
にご相談ください。

■ 福山地区消防組合管内　火災発生状況 （2024年中）

■ 主な火災原因

急病
16,581一般負傷

4,350

救急出場件数
26,941件

その他
3,526

労働災害 175
自損行為 262

交通事故 1,802

運動競技 144
加害 68 火災 22

水難 11
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１１月１０日、エフピコアリーナふくやまにおいて、
小学生以下の子どもたちを対象に「消防車写生大会」
を開催しました。当日は、好天にも恵まれ多くの子
どもたちが画用紙いっぱいに消防車両を描いてくれ
ました。全１８８作品の中から２０作品が入選され、
消防局長賞には松永小学校５年の松浦有希さんが、
福山市防火協会連合会長賞には駅家小学校３年の
矢壁加菜さんが選ばれました。

第30回全国消防操法大会

消防車写生大会を開催

１０月３１日、事業所従業員等の初期消火技術の
向上と自主防火体制の確立を推進することを目的と
して、２０２４年度消防競技大会が開催され、消防
組合管内の１５２事業所、３３２人の参加をいただき、
「通報内容の正確さ」、「適切な避難行動」、「初期消火
における正確な動作」とタイムを競いました。出場した
選手は、機敏な動作で日頃から取り組んできた訓練
の成果を発揮しました。

２０２４年度消防競技大会結果について

福山市東防火協会副会長の橋本英明様は、１１月２６日
広島県消防関係功労者として、県知事表彰を受賞されま
した。橋本副会長は２００５年（平成１７年）、東防火協会
春日支部副支部長に就任以来、協会事業の発展及び
地域防災の確立に尽力されており、多年にわたる防火
防災活動の功績が認められたものです。今後ますます
のご活躍を祈念し、心からお祝いを申し上げます。

東防火協会副会長 橋本 英明 様
広島県知事表彰を受賞広島県知事表彰を受賞

１２月１４日、福山明るいまちづくり推進大会において
福山市芦品防火協会副会長の檀田寿正様は、永年に
わたり地域住民に防火・防災を積極的に呼びかけ、
災害のない明るく住みよいまちづくりに尽くされた功績
に対し、善行市民賞「せんだん賞」を受賞されました。
今後ますますのご活躍を祈念し、心からお祝いを申し
上げます。

芦品防火協会副会長 檀田 寿正 様
善行市民賞受賞善行市民賞受賞

【成績結果】
〇一般消火の部（女性の部） 
　優勝　ツネイシホールディングス株式会社
〇一般消火の部（一般の部）
　優勝　メンテナンスサービス株式会社
〇危険物施設の部
　優勝 ＪＦＥスチール株式会社西日本製鉄所（福山地区）
〇総合訓練の部
　優勝　社会福祉法人　一れつ会

松永小学校 ５年 松浦有希さん

消防局長賞 福山市防火協会連合会長賞

駅家小学校 ３年 矢壁加菜さん

１０月１２日（土）宮城県宮城郡利府町グランディ
２１で開催された第３０回全国消防操法大会にお
いて、福山市消防団芦田西分団が小型ポンプの部
に出場し、日頃の訓練成果を披露し、優良賞（第１０
位）を受賞しました。

カープ坊やホースコースターを作製

【火災予防行事等で配布してます】

福山市防火協会連合会は、 福山地区消防組合と
　　　　 とコラボして、消火活動で使用できなく
なった「消防ホース」を
再利用したコースター
を作製しました。
表面に付着した汚れを
見て、火災をイメージ
し、自分事として感じ
ることで、火災予防に
繋げてもらえると幸い
です。
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